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農業・食品産業技術総合研究機構

農研機構は食料・農業・農村に関する研究開発などを総合的に行う我が国最大の機関です

農研機構における技術開発
の動向（土地利用型農業）

「攻めの農林水産業」に向けて

平成26年3月6日
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注：事例については表４に同じ。太線が雇用型の法人経営、細線が家族経営を示す。なお、データが確認できた
時期のみ表示している。

図３　水田作経営の規模拡大の展開状況
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（梅本雅氏提供）



経営 地域 労力 作目構成 特記事項

A 青森県五所川原市 家族4名
常時雇用3名
臨時雇用

作付面積
水稲39ha、大豆53ha、小
麦6ha
作業委託（収穫～出荷）
水稲23ha、小麦70ha、大
豆40ha

特別栽培米
乾田直播
地下灌漑
稲わら収集75ha
無人ヘリ防除のべ370ha

B 鳥取県八頭町 作付面積
水稲77ha、豆類4ha、野菜
（ねぎ等）3ha、飼料作物
14ha、他3ha

特別栽培農産物
乾田直播
黒大豆
白ねぎ酢（商品開発）

C 茨城県龍ヶ崎市 家族2名
従業員14名
パート1名

作付面積
水稲88ha

有機栽培（紙マルチ移植）
特別栽培米
湛水直播栽培
乾田直播栽培
米粉スイーツ

D 長野県飯嶋町 役職員6名

パート従業員
25名

作付面積
水稲56ha、大豆20ha、そ
ば15ha、ねぎ4ha、
トウガラシ1.5ha
作業委託
水稲 80ha 、大豆（ 防除）
30ha、他30ha

二階建方式
有機肥料無農薬
有機肥料減農薬
直売所経営
ホールクロップサイレージ

転換期の水田農業
大規模生産法人の経営の実態

３



政策

科学技術イノベーション総合戦略（平成25年6月7日閣議決定）
Ⅳ 地域資源を強みとした地域の再生 ３．重点的取り組み

（１）ゲノム情報を活用した農林水産技術の高度化
（２）医学との連携による高機能・高付加価値農林水産物の開発
（３）IT・ロボット技術等による農林水産物の生産システムの高度化

日本再興戦略（平成25年6月14日閣議決定）
戦略市場創造プラン テーマ４：世界を惹きつける地域資源で稼ぐ地域社会の実現

（２） ① 世界に冠たる高品質な農林水産物・食品を生み出す豊かな農山漁村社会
担い手への農地集積・集約や耕作放棄地の解消を加速化
多様な担い手による農地のフル活用、生産コストの削減
今後10年間で全農地面積の8割が担い手によって利用
米の生産コストを現状（1万6千円）から4割削減）
法人経営体数を2010年比約4倍の5万法人とする

農林水産業・地域の活力創造プラン（平成25年12月）
① 生産現場の強化
② 需要フロンティアの拡大
③ バリューチェーンの構築
④ 多面的機能の維持・発揮

４



農研機構における技術開発の動向
（土地利用型農業）

１．生産現場の強化に向けた技術開発
（１）水稲直播
（２）麦大豆作
（３）業務用野菜
（４）圃場基盤
（５）IT、RT技術

２．バリューチェーンの構築に向けた品種開発
（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
（２）連携の仕組みづくり

３．これからの取り組み
（１）機能性研究
（２）地域営農モデル
（３）革新的技術緊急展開事業

５



カルチパッカ

グレーンドリル

ハローパッカ

レーザー均平機

均平

播種床造成

播種

鎮圧播種体系

・硬めに造成
・砕土率70％以上

（１）水稲直播
グレーンドリルを利用した水稲乾田直播体系

６

播種前後の鎮圧により、
苗立ち率の向上と漏水
の抑制を図り、寒冷地
での乾田直播を安定化

させる。

（大谷隆二氏提供）



現地圃場の苗立ち率および全刈り収量 （2008)

面積 前作 品種 播種量 苗立ち率 全刈収量

a kg/10a ％（本/㎡） kg/10a

① 56.3 乾田直播 ひとめぼれ 5.9 78（170） 567

② 77.2 移植水稲 萌えみのり 5.9 86（180） 610
③ 82.1 大豆 萌えみのり 5.9 89（186） 635
④ 60.4 乾田直播 ひとめぼれ 5.9 81（177） 517
⑤ 30.4 移植水稲 ひとめぼれ 5.9 91（198） 516

収量は粒厚1.9mm以上

圃場
番号

（１）水稲直播
グレーンドリルを利用した水稲乾田直播体系

７

乾田直播のデータは水稲15ha（うち
乾田直播9.4ha）の実証経営での数
値で、品種は「萌えみのり」

（大谷隆二氏提供）



造粒装置

（１）水稲直播
鉄コーティング種子による湛水直播栽培

８

種子粉衣作業が農閑期に
実施できる。表面播種で苗
立ちの安定化を図る。雀に
よる鳥害を受けにくい湛水
直播技術。



鉄コーティング＋ラジコンヘリ

（１）水稲直播
鉄コーティング種子による湛水直播栽培

全刈収量
Kg/10a

検査等級 食味（あきたこ
まち比較）

倒伏

萌えみのり* 619 1.3 0.0 0.1

移植* 591 1.2

*：3カ年のべ10カ所の現地試験平均。移植は通常品種

ラジヘリ散播収量
622kg/10a（萌えみのり：2009）

萌えみのりの散播栽培での収量

９

開発技術のデータは水稲34ha（うち
直播10ha）の実証経営での数値で、
品種は「萌えみのり」

（白土宏之氏提供）



• 三酸化モリブデン＝種子の0.5%重
安価なモリブデン資材をより少量で利用

• 酸化鉄 ＝ 種子の10%重
種子の撥水性を消す → 沈みやすい

• 耐水性PVA微粉 ＝ 種子の0.1%重

固着剤、水で溶け、乾くと耐水

図 被覆種子の発芽

特徴

• 硫化物生成抑制

• 被覆が容易

• 安価（70円/kg)

下記の資材を混合して、種子被覆

図 べんがらとモリブデンを
被覆した種子

（１）水稲直播
湛水直播におけるべんがらモリブデン被覆

カルパー べんモリ
１０（原嘉隆氏提供）
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アップカットロータリを用いた耕うん同時
畝立て播種作業機

（２） 麦大豆作
耕うん同時畝立て栽培

耕うんと同時に畝を立てながらダイズ播種を行い，湿害を軽減し，発
芽・生育の安定化を図る。５機種市販化し、普及面積は7,500ha以上

回転方向回転方向

ゴムカバー

スクリーン

整地板

トラクタ進行方向

アップカットロータリの耕起断面

細かい

粗い
ダウンカットロータリ １１
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※４

※１：松本農業改良普及センター調査
※２：糸魚川地域振興局農林振興部調査

※３：南魚沼地域振興局農林振興部調査

※４：慣行小畝立て

そば収量

（２） 麦大豆作
耕うん同時畝立て栽培

１２（細川寿氏提供）



図１．小明渠作溝・浅耕播種栽培の模式図

（２） 麦大豆作
小明渠浅耕播種栽培

１３

水稲 小麦 大豆

小明渠浅耕（実証
試験：5カ年平均）

511kg/10a 391kg/10a 227kg/10a

東海地域統計平均 509kg/10a 322kg/10a 153kg/10a

小麦
小明渠＋浅耕で苗立ちUP

浅耕地耐力UPで管理作業の効率UP

大豆 狭畦無中耕無培土
クラスト回避
無中耕無培土で省力
狭畦密播で晩播適応性拡大

クラストを形成しやすい土壌条件
に対応し、浅耕でこれを回避。
明渠をディスクで掘り出す機構
を備えた播種体系

三重県と共同で開発

（佐々木豊氏提供）



小型でもパワフル
送塵弁開度制御機構により、高負荷時も

安定した作業を実現

大豆適応性を拡大
狭ピッチ切断部（標準の2/3）、フッ化コートを施

した揺動選別部により、大豆の頭部損失低減、
汚粒低減に効果

刈取り部

脱穀部

選別部

走行部

（２） 麦大豆作

小型汎用コンバイン

【特徴】
■４ｔトラックで搬送、公道を自走
可能
■水稲でも作業速度１m/s程度、
損失３％以下で収穫
■脱穀負荷、大豆の汚粒、脱穀
選別損失を軽減

【性能】
■水稲：脱粒性「中」では１m/s、
脱穀選別損失３％以下
■麦・大豆：作業速度1.4m/s、脱
穀選別損失１％以下（大豆頭部
損失５％以下）
■ソバ、ナタネ：作業速度1.4m/s、
損失は大豆用コンバインと同等

・2013年に市販化。価格は1,050万円程度（キャビン付き）で既に100台が産地に導入。
１４

（生研セ提供）



番外
帰化雑草の対策

帰化雑草警戒システム
（Web上で防除法を閲覧）

警戒すべき帰化雑草
（パンフレット）

帰化雑草がまん延してからでは、莫大な防除コストがかかる。
侵入初期の段階でまん延を防ぐことが大切。 帰化アサガオ類繁茂による

減収被害額（全国）： 12億4千万円/年
防除コストの増大（全国） ： 3億5千万円/年

１５（渡邊寛明氏提供）



肥料・農薬ホッパー

うね立て・成形機

トラクタ

２うね内部分施用機

現在市販中のうね内部分施用機
（これ以外に平うね用がある）

うね内部分施用法により肥料等資材を局所的に混合

露地野菜類栽培において、肥料施用
量を30～50％削減できる「うね内部
分施用技術」を開発、現在までに３機
種販売。全国で100台程度普及。

（３）業務用野菜
うね内部分施用技術

肥料を3割削減しても収穫物重量は同じ（キャベツ）

全
重
・調
整
重
（ｇ
）

１５％削減 ３０％削減

１６

（屋代幹雄氏提供）



（３）業務用野菜

高能率キャベツ収穫機

・手作業による収穫作業を機械化し、機上で選別・調製して大型コンテナに収容する方式
を採用した高能率収穫機。

技術のポイント 技術導入のメリット

H24.9-10月北海道斜里町、品種：おきな、条間×株間：66×35cm。
慣行手作業は、刈取6名、ほ場内運搬1名、トラック1名、キャベツ収
穫機は、収穫・オペレータ1名、調製2名、ほ場内運搬1名、トラック1
名で実施。

収穫・調製・出荷作業の
省力化

1
0
a
の

収
穫

作
業

時
間

（
人

時
）

労力半減

機上調製と省力
出荷システムに対応

機上で、選別・調製・コンテナ詰め
を行い、そのまま搬出・出荷が可能

出荷経費の削減

ダンボールは10kg詰めで1個110円、大型コンテナ（350kg詰め）の
リース料は１基あたり2,546円（18日間リース）を想定

1
0
k
g
あ

た
り

の
資

材
費

（
円

）

資材費２/３

高精度刈取を実現

新機構を取り入れた刈取部で、
幅広いほ場条件やキャベツの
生育状態に対応

・2013年に市販化。大型機（1,000万円程度）を中心に既に９台が産地に導入。 １７
（生研セ提供）



（３）業務用野菜
タマネギ調製装置

【特徴】
■貯蔵乾燥させたタマネギの根切りと葉切り作業を行う装置です。
■供給部に投入したタマネギを、１玉ずつ向きを揃えながら、自動で精度良く根と
葉切りを行います。
【性能】
■適切り率は86%程度で、機械的損傷はほとんど発生しません。
■2名1組の作業で、手作業の約2倍の時間当たり3500個の処理が可能です。

・2013年に市販化。選別部・排出部込みで310万円程度。既に4台が産地に導入。

タマネギ調製装置の構成（左：全体外観、右上：根切り刃、右下：葉切り刃）

選別部全長419×全幅264×全高180cm、質量582kg

１８（生研セ提供）



（３）業務用野菜
高効率ネギ調製機

［適応コンプレッサ］2.2kW （3.0PS） 以上

回転ノズル（左：ノズルカバーを外した状態、右：作業の様子）

装置外観（全長100×全幅65×全高80cm 、質量48kg ）

【特徴】
■長ネギ皮むき用の新しい回転ノズ
ルを搭載した調製装置です。
■圧縮空気を噴射する勢いで、樹脂
チューブがノズルカバー内側で回転し
ます。
■皮むきと同時に太さ判別も行えま
す。

【性能】
■皮むき作業能率が20～30％向上
■単位空気量当たりの処理本数が最
大２.２倍に増加
■電力消費量を最大１/３に節減
■太さ判別精度は熟練者と同程度

・2011年に市販化。40万円程度。これまでの普及台
数330台程度。（太さセンサは未搭載）

１９
（生研セ提供）



（４）圃場基盤

地下水位制御システム FOEAS

２０
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大豆や乾田直播水稲の出芽促進
と苗立ち安定化にも利用可能

（島田信二氏提供）



＜簡易暗渠利用時の営農効果＞

①縦溝の切断 ②土塊の切断 ③土塊持上げ ④側方の空洞成形

溝直下
に空洞

穿孔した
排水路と
なる空洞

（４）圃場基盤

穿孔暗渠施工機（カットドレイン）

２２

40～70cmの

任意の深さに
無材で暗渠
（補助暗渠）を
心土破砕と同
程度の効率で
施工

（北川巌氏提供）



２３

（５） IT・RT技術
GIS互換の圃場地図を利用した作業計画・管理支援システム



トップメニュー

圃場管理（メイン）

圃場図
作業計画作成

初期設定

料金計算

農薬データベース

書類作成（利用権設定、共済申請

資材在庫管理

（５） IT・RT技術
GIS互換の圃場地図を利用した作業計画・管理支援システム

２４

（吉田智一氏提供）



２５

（５） IT・RT技術
営農計画策定支援システムZ-BFM

簡易で効率的に営農計画
が策定でくるツール

Z-BFMはJA全農との連携研究による成果

（松本浩一氏提供）



２６

（５） IT・RT技術
営農計画策定支援システムZ-BFM

（松本浩一氏提供）



○既存の農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン等）

○RTK-GPS＋IMU(姿勢センサ）

○自律走行＋作業部の自動動作機能

（予め経路を設定）

CANバス利用で
航法センサ等の
共通化

（５） IT・RT技術
農作業ロボット体系（農水委託プロ「アシストプロ」）

協調システム

２７（玉城勝彦氏提供）



耕耘・代かき

PC

収穫

PC

田植え

PC

GPS衛星

IMU

PC RTK-GPS＋IMU(姿勢センサ）
＋PC

GLONASS衛星

準天頂衛星

GNSS: Global Navigation Satellite System

（５） IT・RT技術
農作業ロボット体系

２８（玉城勝彦氏提供）



201２年度 北海道農政部技術普及課調査より

・どの方向にどのくらいずれているか
を指示、適切な進行方向を示す。
・直線誘導、曲線誘導、枕地誘導、傾
斜補正など機能あり。作業幅大(ブーム
スプレーヤ他)、作業後見にくい(ブ
ロードキャスタ、代かき他)で有効

GPSガイダンスと制御されたモータを
組み合わせて、自動的に直進部分のハ
ンドルを切る装置

（５） IT・RT技術
農作業ロボット体系

２９
（玉城勝彦氏提供） （生研セ提供）



農研機構における技術開発の動向
（土地利用型農業）

１．生産現場の強化に向けた技術開発
（１）水稲直播
（２）麦大豆作
（３）業務用野菜
（４）圃場基盤
（５）IT、RT技術

２．バリューチェーンの構築に向けた品種開発
（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
（２）連携の仕組みづくり

３．これからの取り組み
（１）機能性研究
（２）地域営農モデル
（３）革新的技術緊急展開事業

３０



（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
多収良食味「あきだわら」、「萌えみのり」

３１



品種名 タカナリ 日本晴

玄米収量（kg/10a） ８１１ ６２０

収量比率(%) １３１ １００

（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
米粉パンにも向く多収品種「ミズホチカラ」、「タカナリ」

３２



（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
高アミロース品種「越のかおり」

３３



（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
高糖分のWCS用飼料イネ「たちすずか」

３４



ゆめちから ホクシン キタノカオリ

（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
超強力秋まきコムギ「ゆめちから」

３５
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β -グルカン

精麦原麦

機能性多糖含量

（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
高βグルカン 「キラリモチ」、「ビューファイバー」
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（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
極大粒黒大豆「クロダマル」、味噌適性の高い「あきまろ」

３７



（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
カラフルポテト「ノーザンルビ－」、良食味カンショ「べにはるか」

３８



実需者

どんな新品
種があるの
か知りた

い！

生産者と連
携したい

生産者

新品種の
作付けは不

安！

売れるかわ
からない！

行政

有効な支援
策を知りた

い。

農商工連携
を成功させ

たい。

研究者

新品種の
ニーズを
知りたい。

効果的に
普及させ

たい。

現場の抱える悩み

みんなの悩み
コンソーシアムで解決！

（２）連携の仕組みづくり

コンソーシアム例（クロダマル）

３９（後藤一寿氏提供）



コーディネータの活動内容

１．農研機構等研究機関の
紹介
２．新品種の特徴紹介

３．シンポジウムなどＰＲ活
動でのマッチング支援
４．産地・生産者の紹介
５．商品開発支援
６．コンソーシアム参加要請
７．展示会等での商品ＰＲ

コーディネータの活動内容

１．新品種プロモーション

２．実需者ニーズのフィード
バック
３．実需者の分析要請対応

４．生産者向け栽培マニュ
アルの作成支援

５．コンソーシアムの継続支
援

コーディネータの活動内容

１．新品種の試験栽培調
整
２．新品種のＰＲ

３．生産者向けのシンポジ
ウム開催

４．産地への加工企業の
紹介および契約取引支援

５．栽培情報の収集および
改善策の提案
６．栽培マニュアルの講習

コーディネータの活動内容

１．シンポジウム等の開催

２．生産者・産地の調整支
援要請

３．コンソーシアムへの支
援要請

（コンソーシアム
事務局）

菓子製造業
食品問屋

黒大豆生産者
農業生産法人
ＪＡ生産部会等

行政
地域振興局等

九州沖縄農業研
究センター

農業試験場（栽培
マニュアル作成）

産
地
づ
く
り
支
援

契約栽培・安定取引

情
報
・
技
術
提
供

商
品
開
発
支
援

技術提供・情報共有
産地育成支援

商品開発・販売 農業生産

品種開発・研究開発 産地化支援

（２）連携の仕組みづくり

コンソーシアム例（クロダマル）

４０（後藤一寿氏提供）



2006年 0.2ha 2013年 104ha

大分：40ha

福岡：20ha

熊本：27ha

佐賀：1ha

その他：16ha

大分コンソーシアム
全農おおいた×千成堂

熊本コンソーシアム
ＪＡ熊本市ほか×丸美屋

益城町×千成堂

福岡コンソーシアム
筑前町×町内飲食店ほか

佐賀コンソーシアム

中原採種場×佐賀県内生
産者

（２）連携の仕組みづくり

コンソーシアム例（クロダマル）

４１
（後藤一寿氏提供）



土地利用型農業における技術開発の課題

（１） 大規模経営に対応した圃場管理技術
・耕起・整地技術の再構築（水稲直播の安定化と効率化）
・営農排水技術の改良（野菜を含む畑作物栽培の安定化）
・水管理、畦畔管理の省力化
・作業体系の高速化、効率化

（２） 多収
・水稲、麦、大豆、飼料作物等の高品質多収品種の育成
・輪作体系における土壌（雑草、病害虫）の適正管理

（３） 「強み」のある農産物開発
・機能性農産物の開発
・マーケットイン志向の品種開発と生産体系の構築

（４） 情報技術（作物生産の範囲）
・圃場ごとの情報管理（作業工程、土壌、作物生育、収量、品質）
・経営支援システム
・作業機の自動化、ロボット化

４２



農研機構における技術開発の動向
（土地利用型農業）

１．生産現場の強化に向けた技術開発
（１）水稲直播
（２）麦大豆作
（３）業務用野菜
（４）圃場基盤
（５）ICT、RT技術

２．バリューチェーンの構築に向けた品種開発
（１）業務用、加工利用に向けた品種開発
（２）連携の仕組みづくり

３．これからの取り組み
（１）機能性研究
（２）地域営農モデル
（３）革新的技術緊急展開事業

４３



食と健康に関心を抱く
国民の増加
●メタボリックシンドロームの増加等

新たな農林水産物の開発

機能を安定化する
生産技術の確立

（例）交雑防止等、栽培管理手法の確立

機能を高める加工技術確立
（例） 脂肪代謝を促進する

加工技術の開発

個人の健康状態に応じた
供給システムの確立

（例）医療機関等と連携した
食材提供システムの開発

個人の健康状況に応じ、
機能性を持つ農林水産物や食品を供給するシステムを確立

消化が遅く
血糖値が
上がりにくい米

中性脂肪
低下成分を
多く含む大豆

例

2,000百万円

お米など を食べても太りにくい

補正交付金
農研機構へ

（１） 機能性研究
機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクト

４４（大谷敏郎氏提供）



東北農業研究センター
大豆（高イソフラボン：ふくいぶき
ヒエ、アワ、キビ（ＧＡＢＡ）

野菜茶業研究所 安濃

近畿中国四国農業研究センター
コメ（巨大胚芽米：はいごころ、はいいぶき）
発芽玄米（ＧＡＢＡ）

近畿・中国・四国農業研究
センター 四国
大麦（キラリモチ、ダイシモチ
（β-グルカン））

東北農業研究センター 福島
桑の実（クリサンテミン）
桑の葉（デオキシノジリマイシン）
山菜（ウルイ、コゴミ）

野菜茶業研究所金谷（枕崎含む）
緑茶（べにふうき（メチル化カテキン）、サンルージュ（アン
トシアニン））

果樹研究所 興津
-

中央農業研究センター（北陸含む）、作物研究所
コメ（越のかおり（高アミロース））、大麦（ビューファイバー（βグルカ
ン）、ごま（セサミン（まるえもん）、セサモリン（まるひめ））

畜産草地研究所 乳製品（Ｈ６１（老化防止））、畜肉、卵
果樹研究所 落葉果実（リンゴ（プロシアニジニン）、栗）
食品総合研究所 機能性評価法（細胞、病態モデル）、加工技術

北海道農業研究センター
小麦（ゆめちから（高タンパク質））、ジャガイモ（ノーザン
ルビー（アントシアニン）,インカのめざめ（ゼアキサンチン））
タマネギ（クエルゴールド（ケルセチン））
ダッタンソバ（満天きらり（ルチン））

九州・沖縄農業研究センター
サツマイモ（高アントシアニン：アヤムラサキ、
高β-カロテン（ベニハヤト）、イチゴ（VC(おいCベリー）
サツマイモ茎葉（すいおう（ルチン、カフェ酸））
大豆（クロダマル（プロアントシアニジン））
沖縄伝統食材

全国に多数の
素材を保有

カンキツ（温州ミカン（β-クリプトキサンチン）、西南のひかり
・たまみ（高β-クリプトキサンチン）、農６（ノビレチン））

野菜全般（アブラナ科野菜（イソチオシアネート類）、ナス科野菜（ナス）

（１） 機能性研究
機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクト

４５（大谷敏郎氏提供）



美味しく食べて健康を維持増進できる日本食の普及

産地

市場、メーカー

ｽｰﾊﾟｰ、ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ

家庭、事業所等

Ｃ． テイラーメイドな
提供システムの開発

Ｃ．データベース構築及び
栄養指導システム開発

機能性成分
生体機能性情報

素材情報（品目、品種、産地、栽培法等）

特性情報（生体利用性、用量、調理適性等）

栄養成分情報
安全性情報

主食 副菜 果実主菜 乳製品 し好飲料

Ａ．機能性農林水産物・加工品開発

栄養ケアステーション等での情報発信、
管理栄養士による栄養指導

栄養指導のための情報の集約、システム化

（１） 機能性研究
機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクト

４６

（大谷敏郎氏提供）



新たな農林施策「攻めの農林水産業」に対応するためには
・どのような作物をどのように組み合わせて現場技術として体系化するのか
・どの程度の経営規模を想定して具体的にどういった技術を導入するのか
・目標とすべき生産性と収益性の向上をどの程度に設定するのか

農研機構内地域農業研究センターにおいて検討

10年後を想定し、地域ごとに目指すべき営農モデルを提示

新品種を基礎に、先端技術を最大限組み合わせた生産体系を導入、
かつ経営的なシミュレーション評価を踏まえたもの

目標達成型の研究戦略を策定し、地域農業イノベーションにつなげる

目標となる地域営農モデルの策定

（バックキャスティングによる研究推進）

（２）地域営農モデルの策定

４７



営農モデル（水田作）の策定条件

１．地下水位制御が可能な大区画汎用圃場が整備されるとともに、
地域の土地利用調整を通して農地の面的な集積が可能であること
を前提とする。

２．水田輪作への業務用野菜の導入など、地域の条件に適合した経
営の多角化を図る。

３．競争力の強化を目的に大幅なコスダウンを進め、kg当たり販売
価格が水稲150円、小麦30円、 大豆40円、助成金は麦大豆直接
支払いのみという仮定のもとで、１人当たり労働報酬500万～1000

万を確保できる経営をめざす。

（２）地域営農モデルの策定

４８



モデル作成における考え方

圃場 温暖平坦地おいて基盤整
備された圃場

経営面積は160ha
・80haはFOEAS圃場
・残り80haも暗渠排水が敷設された汎用水
田圃場

労働力 大型機械体系と雇用型労
働者による高能率作業

オペレータ７名、補助者４名

作付け
体系

・水稲・麦類・大豆の組み
合わせによる5年7作

・収益性確保のため野菜
作を導入

・水稲の栽培面積を60％以下に設定

・輪作における畑期間を２年に設定して排
水性・砕土性確保と雑草制御

機械装備 多数のオペレータによる同
時並列工程で大面積を作
業、大面積に対応した乾
燥調製施設を装備

トラクタ６台、田植機２台、コンバイン３台、
乾燥機７台（全500石）、播種機（不耕起、グ

レンドリル）、乗用管理機、均平機、野菜定
植機、トラック、フォークリフト等

（２）地域営農モデルの策定
関東地域雇用型法人経営の事例
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暗渠排水装備圃場 FOEAS圃場

水稲 ◆主として移植栽培
・密播育苗による乳苗移植と疎植

反当たり苗箱数を大幅削減
・業務用多収品種

「あきだわら」、「ほしじるし」等
目標収量は700㎏/10a

・ロングマット水耕苗移植も適用

◆主として乾田直播栽培
・業務用多収品種

「あきだわら」、「ほしじるし」等
・FOEASによる緻密な水管理

目標収量は650㎏/10a

麦類 ・小麦では「さとのそら」品種
・収量・品質向上のための施肥管理

目標収量500㎏/10a

・小麦では「さとのそら」品種
・収量・品質向上のための施肥管理
・FOEASによる排水機能を活用

目標収量550㎏/10a

大豆 ◆不耕起播種による狭畦密植栽培

・多収でコンバイン収穫適性のある品
種・・・「里のほほえみ」
・目標収量250㎏/10a

◆不耕起播種機による狭畦密植栽培
・多収でコンバイン収穫適性のある品種

「里のほほえみ」
・FOEASによる土壌水分制御
・目標収量300㎏/10a

野菜 ◆キャベツ等による露地野菜作
・うね内部分施肥機による投入資材削減
・FOEASによる土壌水分制御

目標収量5,700㎏/10a

（２）地域営農モデルの策定
関東地域雇用型法人経営の事例

５０



営農モデル（水田作：法人・集落営農組織）

②関東・東海 平坦A
雇用型法人経営、大区画圃場、FOEAS圃場
50％、水稲（乾直＋移植）－小麦－大豆
5年7作と野菜3年（キャベツ）－大豆・麦
－水稲の複合体系

目標：想定規模160ha、オペレーター
7＋補助労力4、乾直650kg・移植
700kg・小麦550～580kg・大豆300kg、
主たる従事者の労働報酬////万円

①東北太平洋側 平坦
雇用型法人経営、大区画圃場、
FOEAS圃場70%程度、水稲（乾
直・湛直・移植）－大麦－大豆
の2年3作と露地野菜（キャベ
ツ、タマネギ）の複合体系

目標：想定規模150ha、常時雇用7～
8、臨時雇用7～8、乾直650kg・湛直
650kg・移植650kg・大麦450kg・大
豆300kg、役員////万円・常雇///万
円

④近畿中四国 中山間
集落営農組織、20a、30a規模で
FOEAS導入圃場、水稲（湛直、移
植）－小麦－大豆（2年3作）、
野菜類（キャベツ、アスパラ）
複合体系、

目標：想定規模80ha、オペ
レータ10人・出役者10人、水
稲（移植）650kg・水稲（湛
直）600kg・大麦420kg・大豆
320kg、オペレータ＋出役者平
均労働報酬///万円

③東北日本海側 平坦
集落営農法人、80a規模、大区画圃
場、水稲（湛直、移植）－大豆
（１年１作）、野菜類（長ネギ、
エダマメ）、農家レストラン、

目標：想定規模80ha、構成戸
数25戸オペレータ6人・出役者
30人、水稲（湛直）660kg・水
稲（移植）660kg・大豆300kg、
専従者の労働報酬///万円

（２）地域営農モデルの策定
事例
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◆攻めの農林水産業を実現するため、従来
の限界を打破する生産体系への転換を進め
ることが急務です。

◆このため、民間・大学・独法などの英知を
結集して、革新的な技術体系を確立するた
めの実証研究を行い、消費者等のニーズに
応えた農林水産物の生産等を支援します。

背景

◆産学の英知を結集し、様々な先端技術を
基に革新的な技術体系を組み立て、実際の
生産現場で、米の低コスト生産や畜産の省力
化・効率化等を実現する実証研究を支援。

◆その際には、消費者や実需者のニーズに
立脚したものとなるよう、大学等の協力を得
て、マーケティングや経営分析研究を併せて
実施。

研究方法

産学の英知を結集して、革新的な技術体系を確立するための実証研究や民間活力を生か
した技術開発等を行い、消費者等のニーズに応えます。 【２５年度補正 １０，０００百万円】

対策のポイント

農
研
機
構

研究グループ・協力体制の構築

生産者・漁協等

都道府県・公設試験場

独法・大学・民間企業

委託

大幅なコストの低減等による農林水産業経営の収益増大

（３）攻めの農林水産業の実現に向けた
革新的技術緊急展開事業

無人（耕起）
有人（施肥）

【大規模経営向け無人＋有人の協調作業
による作業効率向上等】

畜産の省力・生産性向上実証

【酪農の閉鎖型畜舎による生産性向上等】

従来型（開放型） 閉鎖型

ＩＣＴ、ロボット
技術を活用し
健康状態に

応じた精密な
飼養管理

飼料用米専
用品種を導
入し、単収１
トンを実現

センサーを
活用した

高度な温
度管理

米の低コスト生産実証
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◆多収品種を活用した土地利用型営農技術

良食味で多収性の水稲品種の導入と低コスト省力栽培技術を組み合わせる

不耕起播種機による
稲・麦・大豆
汎用利用

高生産・省力
低コスト化

技術の実証
「さとのそら」
多収性品種 多収で機械収穫適性の

高い「里のほほえみ」 小明渠浅耕播種機
で湿害軽減

５３

（３）攻めの農林水産業の実現に向けた
革新的技術緊急展開事業

良食味多収品種「あきだわら」



◆高機能圃場や高精度圃場管理技術

地下水位制御システム（ＦＯＥＡＳ）を用いた土壌水分制御による高生産

ＧＰＳレベラやＧＰＳ制御明渠施工による高精度圃場管理

水稲後小麦作等の作物切換え時、GPS制御機械による営農排水促進技術

高精度のGPSレベラ GPS制御明渠施工機

FOEASを用いた乾田直播
における精密水管理

高機能圃場や
高精度圃場管
理技術による
土壌水分制御
と高生産性の
実証

５４

（３）攻めの農林水産業の実現に向けた
革新的技術緊急展開事業



◆野菜の機械化一貫栽培体系
マルチステージ苗移植によるネギの機械化一貫体系

局所施肥技術等によるキャベツ栽培

うね内部分施肥技術を用いたキャベツの高位安定栽培技術

雇用の安定化
と収益性を確
保する野菜の
省力的な機械
化一貫体系の
実証

マルチステージネギ苗移植 ネギ平床移植技術体系

うね内部分施肥技術

ネギ収穫機

５５

（３）攻めの農林水産業の実現に向けた
革新的技術緊急展開事業



◆ＩＣＴ・ＲＴ技術活用による先端技術や情報技術
作業能率を高める乗用管理機の直進アシスト作業、

コンバイン等の無人＋有人協調作業

簡易土壌診断法等による
効率施肥技術の実証

無人＋有人コンバインの協調作業

簡易土壌診断法

大規模水田営農を支
援するGIS栽培管理・
経営管理技術

先端技術導入
による高効率
な農業の実証

５６

作業計画・管理支援システム（PMS）
と連動する

Android 端末用作業記録ソフト

（３）攻めの農林水産業の実現に向けた
革新的技術緊急展開事業


